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鈴木梅太郎は、 欧州官学帰出後（明治39年5月）、

盛間11.';j 1史教授（農芸化学・植物営養）として赴任、

何年9月には東京帝出大学法科大学助教授（兼務）

として離盛。 東京！�＼9J卦の研究家に戻った鈴木梅太郎

は、 米の成分の化学的分析や動物試験（鶏l�I米指）

など謀Jill]で、の研究を継続して進め、 盛岡高出では特

別講演「脚気に）誌で（明治43年7月 4日）J (4）及

びf糠中のー有効成分（アベ1）駿）に就て（明治44

年7月18t=I) (17）を行なった。 その講演では、 当

時の関j気病についての開題や背崇及び自身で行なっ

た研究経過を分かりやすく紹介しているので、 盛i高

高農の生徒連は開i気についての最新情報をいち早く

；耳にしたと忠われる。 ここでは、 紙面が限られてい

るので鈴木梅太郎教授の捕：究をJC！二i心に述べる。

エイクマンが鶏自米捕を発見したのは明治23年、

我国にそれが｛云えられたのが明治30年頃であった。

その後、 多くの研究者逮がその涼図解明に携わり、

病原菌説や毒素説など諸説が提唱され、 長い問、 論

争がおこなわれた（26, 27）。

ri手箪軍医総監・高木兼Jill立、 既に明治18年に

事に炭水化物（白米）に対する蛋自の割合を多く

ると！即気が改善されるjという「栄養バランス説 ・

栄養欠陥説Jを提唱 。 その理屈はともかく海軍の食

事で実践され、 結果 的に脚気は劇的に減少したとさ

れる。 国内では、 諸説のiやでも「白米に繁殖した朋！

気菌が毒素を生産し脚気様疾病を引き起こすjとい

う「勝気伝染病説jが主流であった 。

白米が脚気病の原田ではないかとの疑いが濃くな

り、 米食に対する不安を引き起こす結果となった。

明治37年、 預ヶ原農事試験場の古在出直tI!日：と安藤

紀夫（C昭39・院41)

広太郎博士は、「むしろ営養不調が鶏白米病の｝京国

ではないかJとの叙説のもとに動物（鶏）試験を始

めた。 その結果、 鶏白米病は玄米や麦・糠を与える

と回復することを時認し、 l�I米中には何らかの栄養

上必要成分が欠乏すると推測した（6）。

明治39年に感iおjに赴任した鈴木梅太郎教授は、

内である翠1�111:の両からうjとや糠中の蛋自の特質やJµ,r;

J探成分などについて、 ！出i気とは1nr，関係に研究してい

た（l-3, 5）。 その結果、 糠中には多法の燐を合むが

白米では燐が著しく欠乏していることを認め、 この

ような白米の官’養不調が鶏！肉j気の保持iではないかと

の考えで古在博士と共同研究を進めた（6）。

無機塩類欠乏説

鈴木梅太郎は、勝気のrm；むを解決するJllri序として、

関！気の原因はiヲ米の営養不調、 1:j:tでも燕機（鉱物）

成分の欠乏との考えで、 糠及び白米の無機成分の存

在を有文りi二げた（5）。 う汁汗の結果、 設Jt1[tには多事立証！

の無機成分が多泣存在するが、 1�1米中にはそれらが

しく欠乏することを認めたc そこで、 事長から抽出

した燐（フィチン）・鉄（フエログロプリン）. K .  

Na· l\Ig ·Caなどの指類を自米に混ぜて動物試験を

行なったところ、 鶏関！気の治裁及び予防に効果があ

るとの結果が得られた（6-8）。 これが「無機J-1ぷ類欠

乏説jの根拠となった。 しかし、 その後、 糠から抽

出された栂らかの有効成分（後のアベ1）酸）が微量

混入していたためと分かり、 この説は撤回された

(9,  10）。

有効成分（アベ1) 駿）の特定

脚気はiぐi米i二1:1に動物に必要な無機成分以外の物質

の欠乏に起因することが明らかになり、 鈴木梅太郎

はその物質の糠からのお！1/H実験を結力的に行ない、

未知右効成分の存在を確認、 明治43年12月の東京化

学会常会（9）及び明治44年 1 月の東京化学会誌で

公表した（10）。

糠のアルコールfill出物を燐ウオルブラム酸及びタ
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ンニン酸で沈殿処理し勝気有効成分（抗斡i気I�！子）

を分離製出し、 それが酸性を示すことから「有効成

分を仮にアベリ酸と命名し、 化学的性質の判明した

る後、さらにこれを改正せんと欲す。jと述べている。

これは糠r:jctに！弱気を予防jする新規成分が存在するこ

とを示した世界最初の論文(10 ）であるc アベリ

に関する最初の欧文報告「議長i：ドの…有効成分に就てJ

( T)lj記論文の抄録）は、 明治拡年8月、！！宮内 豊博

士によってドイツの学会誌に掲載・紹介された（11）。

鈴木梅太郎は、 アベリ畿は白米中には全く存在し

ないので糠から抽出したアベリ酸を白米に添加すれ

ば動物の脚気は予坊できることを実証し、 アベリ

自・脂肪・炭水化物・111�：接成分などと同誌に動

物の生存に必要な一要素であること、｝関j気はこの

欠乏による営養障害であり、 米食である

にとって衛生ヒ重大 な問題であると論じている

は0, 13 ）。 このような鈴木梅太郎の研究は、カシミ

ル・フンクに先立つこと約1年前である。

アベ1) i撃からオ＇）ザニンへ

鈴木梅太郎らは、 それまで発表した多くの研究報

告（13-16, 18）を総括した論文「糠の一成分オリザ

ニンとその生理的意義についてjを、 ドイツの生物

化学雑誌（大正元年） (19）に報告している。 その

中で、 従来のアベリ酸は粗製品で、不純物としてニコ

チン酸を含むため、 それを除去してピクリン酸塩と

して精製したものは、 続微量で脚気に有効であるこ

とを様々な動物試験で確認、 その有効成分を掃の学

名であるオリザ・サティパ（Oryza satiiノ引に［？；！ん

で「オリザニン（Oryzanin) Jと改名した。 オリザ

ニンが従来知られていた4 大栄養素（蛋白・脂肪・

炭水化物・知機成分）以外の動物生存に必須な新栄

養素であると提i唱したc

従来の結果を受けて、！民i気治療剤として “オリザ

ニン”（糠アルコール:t1!1IH剤）を発売（明治441-p.10月）

したが、 医学界でオリザ、ニンの有効性が授開設され

受け入れられなかったため、 殆と

われる（24)o

鈴木研究室におけるオリザニンの排多目立、 第一次

Ht界大戦（大正3年～大正7年）のため、 大正3年

から大正8年頃まで中断されたが、 オリザニン発見

から8年後の大正8年、島蕗11mf次長［5（京都帝国大学）

や大森寵太（慶応大学）がオ1）ザニンを使った脚気
患者の治疲を行ない、 開i気の原因はビタミンB1の欠
乏と関定され、 我留における！均気問題は収束するこ
とになる（2 6, 27）。
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フンクによるビタミンの提唱

英i主i1）スタ…研究所‘のカシミール・フンクが、 明

治4 3年12丹、 様のアルコール抽出物で鶏勝気が予防

できること、 翌年12月には、 その有効物質の結晶を

得て分子式を解明したことを報告（12)c しかし、

ブンクはその栄養上の意義について論及せず、 また

その結品物質（後に鈴木梅太部発見の物質と閉じ物
と1即時）は不純品を含み分子式も誤りであった。

明治45年2月、フンクは総説「欠乏症のJJj｛医IJ(2 0) 

を発表。 その中で、 フンクは欠乏症を予防・治療す

る物質にfピタミン（ vitamine: vital amine) Jとい

う名前を提唱、1i�1気・壊血病・ベラグラ・くる鵠の

ビタミンの存在を提案した。 このように新栄養素の

概念をfピタミン（後に栄養素の総称と し直さ

れ “vitamin ” となる）Jという名称によって体系化

し、 大正3年には著者「ビタミン（Vitamine)Jを

刊行し

オリザニン（ビタミン践す結晶の分離

第一次世界大戦により我出への染料や薬品の輸入

が途絶えたため、 鈴木梅太郎研究室では、 オリザ、ニ

ンの硯究をr:j:t閤i：し、ii討の防腐剤「サルチル般Jや梅

毒特効薬「サルバルサンJなどの製造に総動員が行

なわれた 。

終戦後、鈴木明究室では、大正9年頃から再び「オ

リザニンjの研究を開始し、 後述する盛岡高農出身

の大獄 了が主として担当した。 大長の米議から強

力なオリザニンを調製し、 有効成分を塩酸塩：として

結品状に抽出することに成功、 その諮性質を分析し

て合続黄化合物であることを明らかにし、 化学式

(C12註1GN1S02)（現在の正時なイヒ学式：C12H11N10S)

を提示した。 昭和4年から7年にかけてのことであ

るは1）。

そのf麦、 多くの研究者がピタミン訟の純粋分離と

揖；注解析に挑み、 純粋なビタミンB1の結品化は、 大

IE15年、 オランダのヤンセンとドナートによって成

功し、 講造決定｛之、 昭和10年に米国のウィリアムス

とドイツのグレーべにより行なわれたO

鈴木梅太郎教授が接関；I§�農で、教鞭を執ったことは、

生徒連は勿論、 教J受にとっても重要な意義を持つこ

とになるc 多くの得業生が鈴木教授の研究に携わり

ある

をあげた 。 ここでは、 関誌する

潔・大獄 了・

で
－山

－岩田元兄・J 11 i：行践の諸



氏について紹介するは日。

宮城県（宮城第三）出身、盛開高農農学科卒業（第
I出生）（明治39年4Jn6H）談、 研究科（農芸化学）

研究科鯵了（第 1間生） 後、母校講師（化学・
化学実験）に就任（明治4l:t\�4 月）、 間もなく助教授
に昇在（明治42年6月）後、 退職（明治42年10丹）
する。 その後短期間（明治判年9月21日～間年10月
9 日）、 議長jjjr偶託となる。

三は鈴木梅太郎教授の盛関
大変｛愛秀であるとの鈴木教授の談話（25）がある。f’長；
士君臨；ま非常に｛憂秀な男なんだけれども、 持でもでき
何でも優秀なもんだから、 研究も優秀なんだが、 他
の ことにも優秀なもんだから とう とう掛究をやめ
ちゃった。 残念なことだ、った。j

短期間にも部わらず、 多くの研究報告がある。
11こ1の成分変化：rrn戸：EI:l�I�と連名j、何年の成分につ

いてよ「食用菊の成分についてj、「椎茸の成分J、「 有
機授肥料腐敗試験成績ム「主l!l11i\I学k粘質構成を論ず：
佐藤義長教授と連名J、「酸及びアルカリ標準液滴定
法に就てJ、「水稿）JI::科としての大豆粕に就て：
孝1三郎と連名jなどである。

三は、 鈴木教授が擬開高設で手がけた「米
の成分の分析J に直接携わり、 その研究成果「米 の

E'.:i質；の成分」（3） は、 鈴木梅太郎・吉村清！尚（後
の鹿児島1't1i�第2代校長）・富士者三の連名で、報告さ
れた（I間企42年4月）。

滋B
J糸

宮城県（宮城第二）出身、 盛時高農民学科卒業（第
2回生）（明治4 0 年4月九3 年生のII寺、 鈴木梅太郎
教授が盛間で始めたl'!lt�白米鵠jの実験の手伝いを
したと言われる（23）。

は、 鈴木教J受のW:F.15で、民事試験場畿内支場
（技手） に勤務。i司試験場を退職して、 日立鉱山に勤

（明治42年～大正 8 ）し嬢害i出JI二の仕事に従事する。
その後、 出ら出雲ゴム製作所を設立する。

な巡り合わせと言うか、 日立鉱山に勤務し
ていた末永延議（宮城 農） は、 雲lllf 潔の世話 で盛
開高農農学科第2部に入学（大正5年4月）、 関豊太
郎教授の指導で得業研究「宮城県連苅出産洗濯土実
験成績jを行ない、 研究科（ 農芸化学） で、は農地土
壌のi勾盟鑑定や理化学的分析などを研究し、 大正9
年5月に賢治 と一緒に研究科を修了した。

品印刷己（韮1L1）出身、 P主持 （第3
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回生）（明治4 1年3月）。 卒業と同時に駒場の鈴木部
究室助手となり、 直弟子として活躍した。

明治44 年7月18呂、 鈴木梅太郎教授による恒開の
夏期講演「糠中のー有効成分（ アベリ酸） に就てJ

が開催され、 その冒頭でf本硯究は荘、が獣医学士島
村虎諸氏と共に研究せるものにして特に本校出身者
大獄了氏のDJJ力を得たるもの多し。jと耕辞を述べて
いる（ 17）。 大議 了の名前はここで初めて出てくる。

大議 了は、 鈴木梅太郎の「鶏El米病の有効成分
の研究J に深く関わり、 オリザニン（ピタミンB1)
の結品分離の研究に貢献する。 鈴木梅太郎がドイツ
の生化学雑誌に発表した論文「糠の一成分オリザニ
ンとその生理的意義 についてJ の共著者として、 大

了の名前が見られる（明治4 5年 8月） (1針。
次llt界大戦で中断したオリザ、ニンの1iJf究は、

9 年頃から再開され、 大議 了が主としてこれ
をJ旦当したが、 オリザニン結晶イヒはなかなか困難で
あった。 初期！は主として酵母アルコールtli討＇I:\物中に
存在する諸成分を分画して精査したが、 脊効成分の
分離はできなかった。 昭和5年に、 大最の米糠を用
いて強力なオリザニン “Active Oryzanin” を調製し、
立派な結品が持られたので動物実験を行ない有効で
あることを雑言志した。 それらの研究は4 報の論文とし
て発表されている。 鈴木梅太郎日く（22）：「大議了
君の実験の巧妙なのと、 根気よいのには驚くべきも
のがあった。J

更に、 西瓜
に含まれる新
しいアミノ駿
であるシトル
リン（命名は
鈴木梅太郎）
の発昆（大正
3 年） も、 大
誠 一T·古賀

弥太郎の重要
な業績である。



昭和8年、大議 7は「米糠よりオリザニン結品（抗

神経炎性ピタミン）の分離についてjの研究で日本

農学会農学賞を受賞した。

農業教育資料館には大議 了時女の貴重な

品）が展示されている。 それらは遺族から寄贈され

たもので、 その経緯は丸田秀三教授（共立女子短大）

の添え書き （箱議：き）に記されている。

大j設博

治四拾年より鈴木梅太良i：先生の劫手として生物化学

の 1i]f 究 に 従:jlf命されピ夕ミ ンBiの発 見 に貢i拭し

一九三O年米事jt よりBi訪i酸i昆を詔二てその分子式を

i;J;と定した当II寺僅か …．六瓦の結i早iをj芸るに米事lt実

lこ一一．五砲iを処理されたという （鈴木梅太自i：若ど、

夕ミン）先入の労苦顕のドがるものがある又 i専て!:: 

はこの間…九一四年には後のチトルl）ンの恭体たる

物をi問瓜￥tif:支より抽出して一九二五年に

はミューラーに続いてメチオニン の分布を報告さ

れている （赤堀田部著アミノ援と蛋白質） i事士の業

跡これに留るものではないが昭和三ト二年博士永眠

す るや御遺族から是等陣士の遺品を余に贈られた

が是等 の品はその研究に当って博士自らの手で作

り又は自らの 考案で作製されたものである

記 当掛究室に保管せんとするものである

昭和三十三年三月 共立女子短大 丸紅i秀三

金持嘉浩

長野県 （松本）出身、 盛岡高 4 
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Im生）（明治42年3月）。 卒業後、 明治42年6月、 鹿

児島高度農芸化学科の助教授（地質学）として赴任。

大正6年10丹、 愛知県‘j員事試験場に転出した。 鹿児

島高農は、 藤岡高段に次いで、 明治41年3月30日に

され、 明治42年9月に玉利喜造初代校長を迎え

て開校した。

鈴木梅太郎はi持鉄の顧問をしていた関係で、

に！完棄される大豆粕の援i当質が家畜飼料になるので

はないかと考え、 当時愛知県j見事試験場長をしてい

た金井真援に大豆粕を豚に食べさせて栄養価を試験

することを依頼した。 この試験研究には小野寺伊勢

之助教授（第5回生）も係わっていた。

LL! J}f� （寄LL!農）出身、 1till'.I詞高説農学科第2部卒

（第11[8］生）（大正5年3月）。 卒業と！f:fJ II寺に、 鈴

木樺太部教授の紹介で三共（株）に入社し、 梅毒の

特効薬「サルバルサンJの製品開発を担当したc

（倉島）恵

i諮i縄県（静関）出身、操指i\c!j農民学科第2

13回生）（大正7年3JJ）。 宮津賢治の同級生で、

鈴木研究室に在籍していたが、 早くして亡く

なった。 鈴木梅太郎教授と連名の研究報告があると

されるが、 具体的な舟容は不明である。

静同県（ f{fr !I：母農）出身、 盛岡高農民学科会�2部卒

（第141時生）（大正8年3月）。i?:i宰賢治の 1 年後

（大正5年入学）で、 卒業談、 最初は駒場法科大

学の鈴木部f究室にいたが、 鈴木綿：太宗ISの指示で、静岡

県興津間芸試験場化学部 （化学研究室）に数年間勤

し、 その後は理化学研究所に移り鈴木権太郎の下

でビタミンAの製造などの併究に従事し

…時期、 大獄了とどタミンBiの研究をしていたが、

米の中にl）ゾレシチン （ハブなどの：ri；；主とのミ与成う〉：

赤血球を破壊する物質）の存在を発見した。

JI 

新潟!}ft （長岡）出身、!?ill'.！埼

17田生）（農芸化学科第2rrr1 �！：：） （大正11年3月九

した年 （大IE7年 4 月）に入学し、

と同時に東京帝国大学農学部農芸化学教室介者!JI嘱

託、理化学研究所鈴木部究室助手として所認。その設、

農林省農業技術研究所や共立女子短期大学などに勤

務する。

ビタミンAは米国のマッカラムが大正3年に「バ

ター中に存在する成長促進物質jとして発表され、



それを受けて駒場研究室の高橋克也が大正8年頃か

ら研究を始め、 大正11年に；Jflrhi:J功、らその成分をほ

ぼ純粋の状態、でtill tl1しピオステリン（実際はピタミ

ンAとDの混合）と命名したc その後、 理化学研究所

のJI! i二行裁らがピタミンAの精製と構造解析の研究

に携わり、 その結晶イヒにUt界で最初に成功し

同
町
内

賢治の在学時期（大.i:E 4年～7年）と鈴木権太郎

教授の在任時期（明治39年～大［［6年）は重なり、

賢治は鈴木教授の講義円直物営養論jと特7JIJ議議（大

正 4年の夏）を註接開いている。 また、 校友会報に

は鈴木教授の「脚気やビタミンに就いての特別

が記載されているので、 賢治がそれを読み！均気など

について関，心を；守ち専門的知識を持っていたとして

も不思議ではない。 ここでは、 脚気に関連する作i守1

3編（新校本宮津賢治会集：筑摩書房・平成7年）

をl!X.り上げる。

「よく利く

大正10年頃に

とえらい議j

れた未発去の

仔のちり日立、 病気の母親のため森のr:j:1lこパラの実を

採りに行き、 “mのさ！さのようにきれいに光って透き

通った一粒のパラの実” を見つけ、 それを母親に飲

ませるとi引見はすっかり元気になったc 一方、 部金

造りで、強欲な大三は “頭がぼんやりして忠、がはあは

あ云ってからだがだるい病気” でしたc 清夫のII尊を

開いた大三は、 その不思議なパラの突を森の中で探

したが見つからなかったので、 沢JJJのパラの実と

を混ぜてるつぼで灼くと透き通ったものができた。

大三はそれを呑みこんだところアプッと云って死ん

でしまった。 それは昇求という毒薬でした。j

この物語の中に次のような偶所ーがある。I（大三）

これは何かからだに不足なものがある為なんだ・ －

むかしは！間j気などでも米の中に毒があるためだから

米さへ食はなけあなほるって云ったもんだが今はど

うだ＼それはビタミンといふものがたべものの中に

足りない為だとかう云ふんだらう・ －林はツーン

ツーンとi鳴り・ －！関i気の木がビタミンをほしいよほ

しいよと云ってるわいと、 大三辻忠ひました。J

関！気（白米病）の原i王！として様々な説があるが、f白

米中毒説Jもその一つであったc しかし、 この童話

が舎かれた大正10年頃には、 関i気はピタミン（鈴木

梅太郎が発見したオリザニン）の欠乏に起因するこ

とが明らかになっていた。 大三は自分もピタミンを

呑めば病状がよくなるのではないかと期持していた

のか。

浩夫の母親も、 具体的な病状認i写はないが、 大三

のように勝気で病んでいたのではないか。 “唇がピ

リッとしてからだがブルブルッとふるひ、｛ilJかきれ

いな流れが頭から手から足まで、 すっかり洗ってし

まったゃう、 何とも云へずすがすがしい気分” にな

る不忠議なパラの3さとは、 fピタミンjではなかっ

たのか。 母親がつ蚤き通った一粒のパラの実” を飲

んだところf急にからだカfピンとなってよろこんで

起きあがりました。jという。 これは鵠j気の患者が

ピタミンで劇的に回復する様子によく保ている。

鴎議、欝あて手紙（大正10年8月11自）

議手県花巻J1 l口llJJ上lllT 岩間金次長［5様方 闘能繭

平安

大正10{1:0. 1 月23呂、 賢治（24歳）は突然家出をし

らしていたが、 議戚の関徳躍が明l気の

を送ってくれたことに対する礼状（告：ilfil97)

である。 以下は関連する個所（抜粋）である。

「お手紙ありがたくありがたく拝読いたしました。

又脚気のお菜を沢1J1お送り下さいまして重々のお思

召厚くお礼111し上げます0・ －先日来股引をはいた

り蕎麦がきや麦飯だけを採ったり冬瓜の汁（みんな

脚気むきの飯躍にあります）を食ったりして今はむ

くみもなくほんの少し脚がしびれて重い丈けで侍の

もありません。 7月の初め頃からこト五日頃へか

けて、 ーす肉食をしたのです。 幾片かの豚の服、 f��

｛践の干物などを食べた為にそれをきっかけにして！闘

が悲くなったのでしたJ

「関j気の薬jは具体的に何であるのか分からない

が、 恐らく「アンチベリペリンJのようなものであ

ろう。明治44年春、 都築甚之助が！民i気予防治療薬と

してfアンチベリペリンJを発売したが、 それは米

糠からアルコールで抽出した「糠製剤（当時抗！期！気

自子は未発見けである。i可じ年に鈴木；梅太郎も糠

アルコール抽出製剤（アベ1）酸：後のオリザニン）

を製造発売している。 それに刺激され関内で数多く

の糠製剤が製造販売されたが、 殆どが単純な粗製ア

ルコール抽出物で効果もまちまちで期待できるもの

ではなかった（24）。

「今はむくみもなくほんの少し脚がしびれて瓦い

丈けでJという文部から、 賢治はやはり軽い脚気に

縫ったのではないか。勝気の症状が出たことから関

抱強に知らせて「関気の薬jを送って貰ったのであ

ろう。 賢治がどのような考えで股引をlまいたのか、

理解できないが想像すると面白い。また賢治はf賎i

きの飯原jに1111白jき、 ピタミンBiが含まれる

支がきや麦鋭、 利尿作用のある冬瓜の汁を食べたの

14 



であろう。 豚指や諒i鱈など「ーす肉食jをしたため

に脚が悪くなったとあるが、 ビタミンB1が豊富に含

まれる肉食で関！気になるとは考えられない。 脚気に

ついてよく知っている

あったのであろうか。

には｛可か特別の思しミが

f北守将軍と三人兄弟の医者j

II自宅II6 :t1:=. 7月に雑誌 に発表された奇

想天外でユーモラスとも思える作I弘で、あるが、 なか

なか難解で、ある。 全文を紹介できないので、 関連す

るところを抜粋する。

将軍ソンパーユーが北方の要塞を守って首都ラ

ユーに凱旋する。 将軍は白馬に乗って先頭に立ち、

大きな剣を空にあげ、 声高々と歌った。

「北守：将軍ソンパーユーは いま議外の砂漠から

やっとのことで、戻ってきた。 勇ましい凱旋だと

ひたいが 実はすっかり参って来たのだ ・ ・ それか

らおれはもう七十だ。 とても吊れまいと思っていた

が ありがたや敵が残らず脚気で死んだ 今年の夏

はへんに湿気が多かったでな。 それに関！気の原田が

あんまりこっちを追いかけて 砂を走ったためな

んだ そ うして みればどうだやっぱり凱旋だろ

う0 • • J 

この歌詞の1:j:1に「混気が多かったので敵が残らず

剰気で死んだ。 また将軍達を追いかけ砂漠を走った

ため（敵は） 勝気にかかり死んだ。Jとある。 混気

と脚気とは医学的に関係ないが、 湿気で体調不良に

なることはあり、：141：はj並気が多いと脚気になるとい

う｛芥説もあった。 0J論、 liilこ砂漠を走ったことが勝

気の原因になることはないが、 長い間砂i莫を追いか

けて栄養失訴になりi出i気になる可能性はあり得る。

この作品を書：し、た時代、！持i気の原i五！と予防j部長法は

解明されていたので、 賢治はそのことを充分承知し

ていたはず。 その上で、 このような選三現をしたのは

賢治の文学的な比倫であろうかc

エ

鈴木梅太郎は農芸化学分野のパイオニアであり、

縫同高鹿島教授専任としての在任期間は長くはなかっ

たが、 農芸化学の発展充実に大きく賞献した。 鈴木

梅太郎は、 物事の本質を突きつめる真撃な学者であ

；）、「基礎研究の重姿性JI恭礎研究と応用研究の融

合Jf産業の発達は科学の進歩により達成されるJ

との信念のもと、 様々な分野で驚くほど多くの業績

を残した。中でもピタミンBiの発見は最大の功績で、

ノーベル賞候補にも推薦されたの 鈴木権太良15による

-15 

ビタミンの発見は、 やがてfビタミン学jへと発展

し、 多くの人々がその恵、恵を受けることになる。 昭

和18年には文化勲章が授与された。

賢治が入学した当時（大正4:fF）、 盛i南高農には

農芸化学分野の録、々たる教授1:11£が揃い、 賢治は当時

最先端の農芸化学を学んだ。 賢治は、1年生の）！＇［（大

1E4年7月） に行なわれた鈴木梅太郎教授の特別講

演「過去一年IHJの我化学界の越勢jを開き感銘を

れる。 また、 カリキュラム科！＇＝l「植物営

3年生1学期（大正6 '.fl:=. 4 H）に配寵さ

れ、 鈴木教設の最柊議義となる。 夜学中に賢治は、

鈴木教授から夜接指導を受けることはなかったが、

講義や講演、 校友会報、 学会誌などを通して勝気や

ピタミンなど始め農芸化学分野の研究を充分理解し

ていたと忠われる。

今HI！の連載は、 植物mil内じ！と本の池j近くに建立

された石｛i！＼！の由来から虫色まった（北水会報第124

。 石持には「鈴木梅太郎によりビタミンの椛究

ここにはじまる 1906年J.「宮浮賢治ここに学ぶ

1915-1918Jと刻まれている。

感i時高Jl:'kに縁のある2入の偉才、 雨入は全く違う

を歩み、 その生援は平行線で無関係のようにみえ

るが、 奇しくもt長田の地で、クロスしていることが分

かった。
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